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全労連目標2013春 闘

時間給100円 、

月給で10000円

の賃上げを

安
倍
首

相

財

界
に
賃

上
肝
要
請

「デ
フ
レ
不
況
退
治
に
は
賃
上
げ
が
最
も
有
効
」
が
世
論
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3
月
1
4

日

の
集
中

回
答

日
を
控
え
、
2
0
1
3
年
春
闘

が
た
た
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

全

労
連
は

「
時
給
1

0
0

円
、
月
収
1
0
0
0
0
円
の
賃

上
げ
」
を
訴
え
て
い
ま
す
。

「
デ

フ
レ

不
況
克
服

の
道

は
賃

上
げ
と

下
請
け
単
価

の

切
り
上
げ
に
あ
る
」
と
い
う
世

rv・ih・s.P

目 次
、鯉 瑚 り振きなとノ

駅 安僑菖相が企業に環上け璽晶

2、 物価29bア ップ政籏についてのマスコミニ制鰺
3、 容らし上向きつ 贈云ぬ賃金の改薔かぎ

4、 増える内部留保、減り統ける賃簸{グ ラフ)

5、6難 叢廷主己慣 瓢…慈柔 「全厨と二こて宴らしても同電漫冠憂一

論
を
力
に
、
政
府

・
財
界
と
た

た
か
う

こ
と
が

大
事
に
な

っ

て
い
ま
す
。

週
刊
工
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
も
、

「
デ

フ
レ
が

深
刻
化
し
た

の

は
、
企
業
が
内
部
留
保
や
株
主

配
当
に
偏
重
し
、
人
件
費
を
圧

縮

し
た
か
ら
だ
。
こ
の
認
識
な

く
し
て
、
金
融
緩
和
や
公
共
事

ー

ムロ

朽
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新聞切 り抜 きな どでつ くった春闘共闘

資料集。春闘要請行動 で使います
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労働者の平均年収と大企業(資本金10億円以上の企業)の内部留保額の推移
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業

で
大
盤
振

る
舞
い
を

し
て

も
、
お
金
は
回
ら
な
い
」
。

中
日
新
聞
も

「
増
え
ぬ
賃
金

の
改

善
か
ぎ

」
と

の
見
出

し

で
、
「
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

平
均

年
収
は

1
9
9

7
年

の

4
6
7
万
円
か
ら
2
0
1
1

年
に
は
4
0
9
万
円
ま
で

58

万
円
下
が

っ
た
」
と
伝
え
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も

「
消
費
者
に
お
金

が
無

く
て
消
費
が

冷
え
た

の

が
ムフ
の
デ

フ
レ
」
と
一三ロ
っ
て
い

る

の
で
す
。

そ
れ
で
も
経
団
連
は

「
賃
上

げ

ど

こ
ろ
か
、
定

昇
も

見
直

す
」
と
一三
ロ
い
、
政
府
は

「
2
%

の
物
価
上
昇
で
デ
フ
レ
克
服
」

を
か
か
げ

て
い
ま
す
。

市

場
原
理

で
動
く
車
や
電

機

品
は
2
%

の
対
象
に
は
な

り
得
え
ず
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
、

食
料

や
衣
料
な
ど

の
暮
ら

し

関
連

品
に
な
り
ま
す
。

「
お
金
が
な
い
の
に
物
価
が

上
が

る
」
と
い
う
ひ
ど
い
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
ぜ
ん
。

安
倍
総
理
は
、
異
例

の
財
界

要
請
を
し
ま
し
た
が
、
国
家
公

務
員

の

B

%
賃
金
カ

ッ
ト
や

退
職

金
4

0
0
万
円

の
回
復

は
言
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
自
治
体
職
員

の
賃

金
や

退
職
金
引
き

下
げ

が
大

問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

み
え
労
連
は
公
務
連
絡
会
、

地
域
労
連

の
連
名
で

「
地
域
経

済
を
疲

弊
さ
せ

る
公
務
員
等

の
賃

金
削
減

に
反
対
す
る
要

請
書
」
を
県
内
全
自
治
体
と
教

育
委
員
会
に
送
り
、
賃
下
げ
を

許
さ

な
い
取
り
組

み
を
進
め

て
い
ま
す
。

み
え
労
連

で
は

ムフ
春
闘
で

も
、
経
営
団
体
や
自
治
体
、
企

業

へ
の
要
請
行
動
を
組

み
ま

す
。

忘れるな
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原発事故を

 

■

震災を

 

11■巡り来る3

あなたもぜひ三重県内でも多彩な取 り組みが

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
福
島
第
1
原
発
事
故
は
私
た
ち
に
、
全

全
生
物
的

・
地
球
的
な
課
題
を
突
き

つ
け
ま
し
た
。

10

日
を
中
心
に
全
国
各
地
で
多
彩
な

「
原
発
や
め
よ
う
」
の
行
動
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
重
県
内
で
も
4
ヶ
所
で
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
。

四 日市市

3月9日(土)13:00～

安 島市民公園

ほな っさいな ら原発in四 日市

ライブ ・トーク ・パ レー ド

主催 放射能いいかげんにせん会

名張市

3月10日(日)13:30～

市産振センターアスピア

さ よ うな ら原 発3・10集 会2013

演 し も の 、 トー ク 、 パ レ ー ド

主催 さようなら原発3・10集会2013実行委員会

津 市

3月10日(日)13:30～

お 城 西 公 園

さような ら原発三重 パ レー ド

ライブ ・トーク ・パ レー ド

主催30団 体による実行委員会

伊勢市

3月10日(日)10:00～

伊 勢市駅 ←→外宮

原発卒業ええ じゃないかパレー ド

パ レー ド 翌 日定例署名

主催 原発卒業ええじゃないかパレード

寿
町
か
ら

▽
3
月
3

日
は

桃
の
節
句
で

あ
る
。
端
午
の
節
句
と
共
に
、

子
ど

も

の
す

ご
や
か
な
成
長

を
願
う
日
で
あ
る
。

▽
と
こ
ろ
が
、
祝
日
と
し
て
の

子
ど

も

の
日
は

5
月
5
日
で

あ
る
。
こ
れ
は
男
女
差
別
で
は

な
い
の
か
。

▽
イ
ス
ラ
ム
の
国
で
は
、
男
性

に

肌
を

見
ぜ

て
は
い
け
な
い

と
い
う
掟
が
あ
り
、
ブ

ル
カ
と

い
う
か
ぶ
り
も

の
で
顔
以
外

を
お
お

っ
て
い
る
。
ま
た
、
男

性
と

同
様
に
勉
強
を

し
た
と

い

っ
て
、
襲
撃
さ
れ
る
事
件
も

あ
り
、
女
性
の
権
利
が
大
き
く

侵
害
さ
れ

て
い
る
。

▽
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の

一
部
の
国

で
は
、
国
会
議
員
な
ど
の
女
性

比
率
を

法
律

で
保
障

し
て
い

る
が
、
あ

の
人
権
大
国
の
フ
ラ

ン
ス
で
さ
え
、
女
性

の
ズ
ボ
ン

(
パ
ン
ツ
)
姿
を
禁
止
す
る
法

律
が

最
近
に
な

っ
て
や

っ
と

廃
止
さ
れ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
た
。

▽
ア
メ
リ
カ

の
ク
リ
ン
ト
ン

前
国
務

長
官
や
ド

イ
ツ
の
メ

ル
ケ
ル
首
相
を
見
れ
ば
、
女
性

で
も

男
性

以
上

の
能

力
を
発

揮

で
き

る

こ
と
が

証
明
さ
れ

て
い
る
。

▽
人

ロ
の
半
分
は
女

性
で
あ

り
、
女
性

の
指
導
者
が
各
国
に

生
ま
れ

れ
ば

戦
争
が

な
く
な

る

の
で
は
な

い
か
と
考

え
て

い
る
。
(
俊
)

券

ぜ
鎗
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事行

▲3月12日(火)18:30～

北勢労連等春闘集会

松元 ヒロ ソロライブinsuzuka

鈴鹿市文化会館

▲3月13日(水)

重税反対集会と確定申告行動

各地の民主商工会の行動に旗や

のぼりを持って参加、相互に激

励しあう行動です。

確定申告する人は行動に参加し

その場で申告を
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みえ労漣第26回評議員会開く
膨 一 層 ㌧ な墜

み
え
労
連
は
1
月

19

日
に

評
議
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

評
議
員
会
は
大
会
に
次
ぐ

み
え
労
連

の
決
議
…機
関
で
す
。

国
公

の
川
下
評
議
員
は
、
自

ら
が
原
告
に
な

っ
て
い
る
国

公
労
働
者

へ
の
違
憲
賃

下
げ

訴
訟

の
タ

ス
キ
を
掛
け
て
ア

ピ

ー
ル
し
な
が
ら
議
長
を
勤

め
ま
し
た
。

冒
頭
、
三
交
タ
ク
シ
ー
労
組

の
み
え
労
連
加
入
を
満
場

一

致
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

挨
拶

に
立

っ
た
多
米
委
員

長
は
、
組
ムロ
結
成
以
来

の
会
社

に
よ
る
組
ム
ロ
攻
撃

の
た
た
か

い
で
、
全
勝
し
て
き
た
と
、
一兀

気
い

っ
ぱ

い

の
取
り
組
み
を

報
告
さ
れ
、
評
議
員
会
参
加

評議員会 議案提案風景
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:
● 自民党は昨年4月27日 に「日本国憲法改正草

:案 」を発表。安倍政権で、平和と人権を尊重 した
・ 憲法を、おおもとから変えようとしています。
.ワ ーキングプアや生活保護バッシングのなか
　

■ での生存権の否定、領土問題や北朝鮮の核開発問
・ 題など

、軍事的な対応に偏る政府とマスコミ。
　

・ 日々の活動のなかで憲法を生かした取り組みが
。 求められています。

:今 こそ、憲法の基本をしっかりと学ぷ時です。
●2013年 度の 「憲法コース」は情勢に対応 して

:全 面的に改定されました。
。 今まで受講されていない方はもちろんのこと、

:受 講された方も、再び受講 しましょう。

三交タクシー労組

多米委員長

 

者

・
傍
聴
者

・
幹
事
を
励
ま
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

評
議
員
会
は
、
春
闘
の
方
針

確
認
、
春
の
仲
間
増
や
し
の
方

針
確
認
な
ど

の
議

題
を
満
場

一
致

で
確
認
し
ま
し
た
。

夜
に
は
旗

開
き

を
同
じ
場

所
で
開
催
し
、
三
厚
労

(
三
重

県
内

の
厚
生
病
院

労
組

の
連

ム
ロ
会
)
か
ら
初
め
て
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

トヨタ惨円安利益を

下請こ働く者に返せ

 

撒
胴

:

:

:

:

2013年 勤労者通信大学 「憲法コ・一ス」(全労連すいせん)

開校2013年4月 受講料10,000円

【申し込み・お問い合わせ先】

みえ労連または各所属労働組合へ

● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ■ ■ ● ● ●

 

2
月

11

日
、
豊

田
の
街
に

「
円
安

の
儲

け
を

下
請
け
企

業
と
労
働
者
に
還
元
し
ろ
」
の

声
が
と
ど
ろ
き
ま
し
た
。

第

34

回
ト

ヨ
タ
総
行
動
の

シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
す
。

円
高
を
理
由
に
、
有
無
を
言

わ
さ
ず
単
価

切
り
下
げ
を
強

い
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
円
安

に
な

っ
た

い
ま

は
単
価
を
上

げ
る
の
が
筋
で
す
。

ト
ヨ
タ
は

14
兆
円
も
の
使

い
道

の
無

い
お
金
を
溜
め
込

ん
で
い
ま
す
。
ご
く

一
部
を
取

り
崩
す
だ

け
で
大
幅
賃
上
げ

と

下
請
け
単
価

の
引
き
上
げ

が

で
き
ま
す
。

愛
労
連
の
調
べ
で
は
、
ト
ヨ

タ
の
下
請
け
企
業
の

70

%
が

赤
字
と
の
こ
と
で
す
。

ト
ヨ
タ
自
身
の
た
め
に
も
、

健
全
経
営

の
下
請

け
会
社
が

増

え
る
の
は
良
い
こ
と

の
は

ず

で
す
。

集
会
に
は
、
全
労
連

の
大
黒

議

長
や
、
東
京

の
公
害
患

者

会
、
石
川
や
福
井
、
岐
阜
、
愛

知
の
仲
間
、
ゴ

レ
ン
ジ

ャ
ー
扮

装

の
若
い
人
な
ど
、
1
0
0
0

人
が
集
り
ま
し
た
。

三
重
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

楓

人
が
参
加
し
ま
し
た
。舞を聾覧墨謝盆

出た一!今 年 もゴレンジャー

下は三重か らの参加者

原
発
な
く
せ
首
相
官
邸
前
行
動

漣
帯
第
5
回
三
重
集
会

2
月
8
日
、
津

の
ま
ん
な
か

広
場
で
、
第
5
回
の
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

全
国

の
多

く
の
場
所

で
は

毎
週
で
す
が
津

で
は

月
1
回

で
す
。
再
建
さ
れ
た
「
原
発
な
く
せ

痢
艦
幽

辱
噛
一三
[で

談
撫

ひ
糞

二

二

一
r
ビ滋一

 

【宝
轟曝錨

三
重
県
民
会
議
」

の
呼
び
か
け
で
、

昨
年
伯
月
か
ら

集
会
を
し
て
市

民
に
訴
え
て
き

ま
し
た
。

伺
月
に
は
全

国
行
動
に
連
帯

し
て
、

伯
月
に

は
独
自
の
企
画

で
、
中
電
三
重

支
店
前
を
デ
モ

行
進
し
、
原
発
の
即
時
廃
棄
を

訴
え
ま
し
た
。

1
月
は
集
会
だ
け

で
し
た

が
、
手
足
が
し
び
れ
る
寒
風
の

中
、

50

人
が
参
加
し
て
リ
レ

ー
ト

ー
ク
と

シ

ュ
プ

レ
ヒ

コ

ー
ル
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ビ

ル
の
壁

面
に
映

し
出
さ

れ
た
人

間
が
避
難

し
た
あ
と

の
牛
舎

で
死
ん
だ
牛
と
、
そ
の

脇

で
な

き
続

け

る
牛

の
悲

し
い
泣

き
声

の
映

像

に
目

を

当

て
ら
れ

ま

せ
ん

で

し

た
。3
月
は

3

・
10

で
代
替

し
、
4
月

12

日
、
5
月

10

日

と
、
第
2
金
曜
日
の
タ
方
6

時
か
ら
行
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
!

窯
ヤ 

陰竃・掛
疏

嘆

=

ド

合

格

祈

願

東
京
湯
島
天
神
の
ムロ
格
祈
願

絵
馬
。
天
神
さ
ん
も
大
変
。

み

え

労

連

卜

ピ

ツ

ク

ス

自治労連三重は、本部ニュ

ース1月 号で 「憲法のスピ

リッ トを生かせば日本はも

っと暮らしやすくなる」との

記事を載ぜました。

名大名誉教授の森英樹氏

との鼎談記事です。

安倍政権の誕生で、暮らし

と社会保障に加えて憲法、教

育、軍事を巡る攻防が急を告

げています。

参院選が済めばさらに急

な動きが予想されます。根本

は憲法を巡る攻防です。

「

教育ネット

エアコン設置の見通し得る

12月27日 に、次年度の

予算 にもかかわ る内容 で四

日市教委と懇談 しま した。

教室へのエアコン設置で、

四日市はきわめて低い設置

率です。「他の市町で これだ

け付 けている状況の中で、全

くつけないわ けにはいかな

いと思うが、もう少 し時間が

かかる」との回答 を引き出 し

ま した。

三交タクシー労組

み え 労 連 へ 加 入

1月19日 の評議員会で

三交タクシー労組のみえ労

連加入が承認されました。

みえ労連では最近3年 間

で、大ロでは市立四日市病院

労組のオブ加入があり、名タ

クユニオン、高山化成労組に

続いて3年 連続で加入 して

いただくことができました。

新たに加入いただいた皆

さんとご一緒に、春闘を含め

た運動に取り組みます。

自治労連三重

憲法を正面に運動開始

覆
後

記

▲
毎
度

の
こ
と

で
す
が
、
記

事

を
お

願

い
す

る
と

す
ぐ

応
え
て
く
れ
る
人
、
無
し
の

つ
ぶ
て
の
人
、
断
り
の
来
る

人
な
ど
、
様
々
で
す
。

最
近

は

み
え

労
連

所
属

の
単
産

・
単
組
で
機
関
紙
を

出
し
て
い
る
組
織
が
増
え
、

そ

の
記
事
を

使

っ
て
記
事

化
も
可
能
で
す
。
し
か
し
そ

れ

だ
け

で
紙

面

を

埋
め

る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
い
つ
も

「
原
稿
ヤ
ー
イ
」
で
す
。


